
  

 

 

 

12コンサート候補曲・合発曲「君死にたまふ」 

フレーズ合わせ・情感表現に力が入る！ 
□5 月１８日(金)１８：００～２０：３０昴定例レッスンが開催されました。佃さんの体操と吉岡

さんのリードで「滑舌の訓練」、千秋さんのヴォイストレーニングのあと、本並先生の指揮で「浜

辺のうた」「春を待つ」を、休憩をはさんで、「君死にたまふことなかれ」をレッスンしました。ピ

アノ伴奏は森二三さん。参加者は全３１名でした。 

 

□5 月２０日(日)１４：００～１５：００昴定例レッスンが開催されました。佃さんの体操と吉岡

さんのリードで「滑舌の訓練」、千秋さんのヴォイストレーニングのあと、伊藤副指揮者の指揮で

「SIYAHAMBA」「津軽のふるさと・北国の春」「浜辺のうた」「無縁坂」を、休憩をはさんで、合唱

発表会の「君死にたまふことなかれ」と 7 月 15 日青年祭典の「わが大地のうた」「町」の 2 曲をレ

ッスンしました。ピアノ伴奏は西應静

さん。参加者は全３０名でした。 

 

昴 男声合唱団 
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男声合唱団「昴」第八回団内コンサート 
２０１８年４月１５日 

団内コンサート世話役一同 

日時：２０１８年８月２６日（第四日曜日）集合：午後 1 時 開演：午後 1 時半 

場所：ねむかホール 

(1) 開会のあいさつ（伊藤 知） 

(2) ソロもしくは二重唱などの演奏 

・ピアノ伴奏曲もしくは無伴奏曲 

・演奏者は団員及び千秋・中村先生の教室に参加しているもので希望の者 

(3) ピアニストの演奏 

(4) パート別演奏（全員参加） 

(5) お客様の感想 

(6) 閉会のあいさつ（本並 美徳） 

実施要領 

1. 演奏曲は一人一曲。二重唱・器楽独奏（バイオリン・尺八など）も OK 

2. 出演料は 2,000 円（ソロ、二重唱、パート演奏とも）。ピアノ無伴奏の場合は 1,000 円） 

3. リハーサルについて 

    個人演奏・パート別演奏：８月５日（第二日曜日）などで検討中。決まり次第発表。 

4. 添付の「第八回団内コンサ－トのエントリー用紙」を、６月１７日（第三日曜日）までに、団内コ

ンサートの世話役へ提出して下さい。全員提出して下さい。パート別演奏については、パートリー

ダが提出して下さい。出演者は、ピアノ伴奏楽譜を添えて提出して下さい。 

楽譜提出が遅れる方は、その理由と予定提出日を事前に世話役に連絡してください。 

５．選曲などの個人的な相談は、本並さん・伊藤さん・千秋さん、冨樫さんに遠慮なく相談して下さい。

なお「千秋声楽教室」「中村声楽教室」を積極的にご利用ください。 

６．団内コンサートについてのご質問・ご意見は、団内コンサートの世話役までお願いします。                                

以上 

（寄稿）     大阪メンズコーラス（ＯＭＣ）コンサートを聴いて      立川孝信  

５月１３日豊中文芸センター大ホール（１３４４席）を満席にして創立５３年で４１回目のＯＭＣリ

サイタルが開かれた。４部構成で１部は水夫達の労働歌６曲・２部は千原英喜作曲の組曲４曲・３部は

１９７０年代の歌謡曲５曲・４部は多田武彦作曲の男声合唱組曲「雨」６曲とアンコールで追加の「雨」

と団歌として歌い続けている「セーリング、セーリング」の２３曲で全く趣の違う大曲をたっぷり２時

間心地良いサウンドと名曲のすばらしさで堪能させられた。１部はすべて原語ですべてソリスト登場で

一体何人ソリストがいるのかと驚かされた。手慣れた司会者が「ソリストを団内では「色男」と呼びま

す。次は団内で１番の色男でイケメンが登場します」と言って、何と自分が登場し会場を和ませたのは

流石だった。何と彼は団長であり指揮者でありソロも司会もするという凄腕の人間性豊かな音楽家だっ

た。そんな人だからこそ千原英喜や多田武彦という素晴らしい作曲家とも深くお付き合いされ名曲を演
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奏し続けている所以だろうと思った。全体を通して力みのない伸びやかな発声と歌い終わると残響が会

場全体に響き渡る完成されたハーモニーだけでも心和ませてくれるのに心憎い４部構成で音楽の幅広さ

や深さを存分に感じさせてくれた。例えば３部の７０年代の歌で堺正章の歌った「街の灯り」はまるで

昔から歌い続けてきた抒情歌のような編曲で歌の中に広がる優しさが一層深まってきた。そして４部は

８０名に歌い手も増えて圧巻の演奏となった。全体を通して全く違うジャンルの歌ながら起承転結のド

ラマを見聞きしているようで終わった時の満足感はきっと会場の一人一人が感じているだろうと想像で

きた。タイトルに「心をつなぐメロディー」とあるようにみんなの心を一つにつないだ素晴らしいコン

サートだった。 

      

青年祭典大阪合同

レッスン 

紫金草：5/25 6/2２ 

(7：30から) 

合同：6/3(2時  

高槻現代劇場) 

6/10：(10時  

音楽センター) 
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